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地域連携DMO

（一社）信州いいやま観光局

の取り組みについて

一般社団法人 信州いいやま観光局
高野賢一 柴田さほり

資料２－１－１



長野県最北部（長野新潟2県9市町村連携）

飯山市、中野市、山ノ内町、飯綱町、信濃町、木島平村、野沢温泉村、栄村、妙高市

エリア人口 約134,000人（飯山市 約2万人)

飯山駅を中心とする半径20～30kmのエリア

エリア標高差2,200m（300m～2,500m） 道路最高地点2,172m

二つの国立公園と日本最長の千曲川をはじめ多様な自然環境でのアクティビティが充実

スキー場数 38、アクティビティ事業者数 約60

豪雪、スキー場、伝統工芸・芸能、漬物・発酵文化

唱歌「ふるさと」、「朧月夜」、「春の小川」・・・
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ワーキンググループ
（アウトドア、食文化、リラクゼーション

二次交通、マーケティング・プロモーション）

「地域連携ＤＭＯ」推進体制

≪地域連携ＤＭＯ法人≫

信州いいやま観光局 信越９市町村広域観光
連携会議

【担当部署】
飯山駅観光交流センター

【事務局】
飯山市広域観光推進室

連携
事業受委託

連携

信越自然郷エリア内事業者
（宿泊、アクティビティ、交通、観光協会等）

連携

2



信州いいやま観光局の組織

4

広域観光

正職員、嘱託職員が4割弱

約1.1億（21%） 約3.5億（68%） 約0.5億（11%）

広域観光
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■北陸新幹線 H27.3開業後
・野沢温泉や周辺のスキー場へ行くお客様が増加。
・首都圏や北陸、関西方面からのアクセスが格段に向上し、

Japan Rail Passを利用する訪日外国人旅行者が飛躍的に増加
・グリーン期の飯山駅利用者数も増加傾向
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信越自然郷（9市町村）外国人延宿泊者数
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233,017人

56,151人

415%
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DMOのインバウンドに関する業務内容

エージェント営業（国内・海外）
※トラベルマート出展等（農水省補助金利用）

ランドオペレーター業務
（オペレーション／団体・個人）

英語による情報発信（ＦＢ）等

レストランかまくら村受付業務

飯山旅々。（着地型旅行商品）受け付け業務

英語パンフレット作成業務
（一般、エージェント向け）

ガイド・宿向け英語教室の実施
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信越自然郷飯山駅観光案内所（JNTOカテゴリー２）

サービス内容

信越自然郷観光情報の収集と発信

旅行商品の造成および販売

宿泊施設の斡旋・手配

体験プログラムの紹介・手配

飯山ふるさと案内人の育成および派遣

各種チケットの販売業務

宅配受付業務、手荷物預かり業務

TIC TOKYOとのスカイプ通話

物販(伝統工芸品、小物、切手、書籍)

Wi-Fiフリー、コンセントフリー
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多言語表示
英語中心に各種情報を提供

・多言語パンフレット設置

・ブラックボード、デジタルサイネージ、各種ボード設置

・多言語HP、フェイスブックでの英語情報
英語版インスタグラム

・飯山市街地散策コース上の英語併記看板設置

・券売機の英語表示

・英語版二次交通冊子

・地元高校生による案内 Tourism Volunteer
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信越自然郷アクティビティセンター

サービス内容

エリア内の自然、フィールド情報提供

エリア内の全てのアクティビティの情報の集約

と発信 （事業者数 約60）

登録事業者（約30）のアクティビティ予約手配

アクティビティギア(自転車、トレッキング用品、
ウィンターギア等)のレンタル

アウトドア商品(小物)の販売

自主ツアーの企画および販売

登録事業者と協力した新たな企画(商品)の立
案と販売

登録事業者のツアーデスクとしての利用可

共通リフトクーポン券の販売（38スキー場） 9



38スキー場
紹介冊子
（全 ページ）

アクティビティ紹介チラシ
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グリーン期アクティビティ紹介冊子

サイクリングMAP
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事例詳細

１．広域連携による自然

観光の事例

２．住民の取り組みをキラー
コンテンツに昇華させた
事例

信越トレイル

レストランかまくら村
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信越トレイル
第7回 エコツーリズム大賞 大賞受賞

平均6日間で全線踏破可能（日帰りや半日でも区切る事ができ歩き方は多様） 13



会員 会員数を記載

信越トレイル連絡会組織図

顧問：関東森林管理局上越森林管理署
オブザーバ：長野県北信地方事務所

顧問：中部森林管理局北信森林管理署 　
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信越トレイル整備区分図

80㎞全線を20の整備団体で分担
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環境教育活動(実地)

自然環境教育の場としての利用 本格的バックパッカーが現れはじめた

企業研修

トレイルが
２県９市町村をつなぐ
ひとつの商品となり
遠方から集客する

名も知られていない裏山の様子
が変わってきた
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ガイドツアー参加者実績

信越トレイル登録ガイド数 内英語対応可能ガイド数

30人 6人

年度
ガイドツアー
参加者数＊

内インバウンド

ガイドツアー参
加者数

インバウンド

ガイドツアー増
加率

H26 889 0人 ―

H29 1,030 113人 ―

H30 843 198人 １．８倍（H29比）

80km全線開通から丸10年が経過。信越トレイルの知名度が向上し、
利用者が安定的増加している。
平成27年新幹線開業の効果によりインバウンド利用も増加中。
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信越トレイル インバウンドの取り組み

■信越トレイルクラブ実施範囲
・多言語パンフレット作成
・インバウンド用PV作成
・英語Webサイト作成
・詳細FAQをWeb追加
・全線での道標の番号表記化
ガイドマップと連動（マップ更新）
・ガイド向け講習会

• 外国人ハイカーのツアー販売を当局営業企画課が行っている

• トラベルマート等でのＰＲによる海外エージェントの商品造成につながる

• 滞在期間：4日間～8日間

• Ｈ30年度インバウンドツアー売上：約400万円
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近年のインバウンド誘客に関する重点取組

 Ｈ２５年度より補助事業（農水省 農山漁村推進交付金）にてトラベルマートへの出展

 英語WEBの構築

→ 海外メディア問い合わせ・商品造成増につながる

 レストランかまくら村受入整備

 英語講習会実施（宿・ガイド向け）

→ 地域全体の受け入れ環境整備

 戸狩温泉民宿滞在・信越トレイルのパッケージツアー造成

（海外エージェントから求められるランドオペレーターとしての機能を有する）

 国（農水省）・市の補助事業にて海外商談会出展及び営業活動

→ 長期滞在による地域消費額増につなげる
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レストランかまくら村
 20年前に地元スキー場閉鎖後、地域活性化を目的として地元有志「かまくら応援隊」にてスタート

15基～20基程を冬の1カ月間、特にプロモーション、受け付けシステム構築せず実施。1カ月：約500名程の利用

 H24年度：集落内の観光協会解散に伴い、関係者にて覚書を交わし、信州いいやま観光局にて受付業務及びプロ

モーション開始

①英語でのウェブ上での申込サイト構築 15万円程

②英語チラシ制作（海外の旅行博等での配布、県の協力） 毎年2万円程

→ H24年度： 売上げ 約270万円（大人1名2,000円）応援隊の人件費ほぼ無し

観光局がお客様を増やすために必要なポイント、人件費を払える仕組みを説明・説得

・H25年度以降、内容のアップデート、料金の見直し、トイレ整備（H27地域住民生活等緊急支援交付金）

→ H29年度： 売上げ 約1,400万円（大人平日夜2,700円）応援隊の人件費含む

【課題】 ・現地関係者が儲ける考え方になるまで3年要する

・二次交通・システム構築の課題あり

・プロモーション（JNTO等での積極的なＰＲ） 22



レストランかまくら村（食事プラン）予約者数
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課 題

① ＤＭＯ

・DMOとして、飯山市内と広域の両方の観光誘客をバランスをとりながら推
進しつつ、広域でのエリアマネジメントの要としての信頼を得ること

・安定的な財源の確保

→ 宿泊税・国としての指針があると理解が進む

② 人材

・人材の確保が難しい（及び定着）

・マーケティング・プロモーションについては地方に専門人材がおらず、長期
的に専任者を雇用する経営状況には至っていない

※H30.7からWG始動したものの、専門人材は僅かであり、月に一度の実施
頻度のため、方向性や年ごとの事業計画への提言程度に留まる見込み

③ インバウンド事業

・ランドオペレーターとしての機能が海外から求められているが、人材確保の
課題（給与面も含め課題）

・システム構築が必須（人材不足の点も含め）

・トライ＆エラーへの理解・都会より3倍以上の時間がかかる
24



■　ＤＭＯの取組状況に関する調査に対する回答

＜回答＞
　飯山市では観光振興計画は策定していないが、観光振興を含む「総合計画」を策定している。現行の第５次
総合計画の期間は２０１３年度（平成２５年度）から２０２２年度までであるが、２０２３年度からの第６次総合計
画には、２０１８年に日本版ＤＭＯに登録された信州いいやま観光局が、広域観光やインバウンドの推進に加
え、さまざまな機関と連携した観光地域づくりの司令塔としての役割を担っていくよう明記される予定である。
また、飯山市では総合計画とは別に「総合戦略」も策定しているが、現行のものは２０１９年までとなっており、
２０２０年からの新たな総合戦略が策定される場合も、信州いいやま観光局の日本版ＤＭＯとしての上記の役
割が盛り込まれる予定である。

＜回答＞
基礎的資料の範囲は限定的であり、本来ならばエリア全体の取り組み状況を把握する仕組みを構築する必
要がある。エリア全体のマーケティングやマネジメントの役割を担うＤＭＯであることの共通認識を得る必要が
あるが、それ以前にＤＭＯとしてそれら機能を安定的に発揮するための人的金銭的態勢をいかに整えるか、
検討を進める事ができていない。
また、来訪者数、宿泊者数、旅行消費額等、より正確なデータの取得が必要であり、本来のDMOとして求めら
れるマーケティングに活かせる基礎資料を集める必要もある。

＜回答＞
【既存組織との役割分担】明確になったものはないと思われる。
【経緯】（一社）飯山市観光協会と（財）飯山市振興公社の事業分野が重なっていたこと、北陸新幹線開業に
向けて、更に個人旅行時代に向けたエリアツーリズムエージェンシーとしての組織強化をにらみ統合された。
新幹線駅開業と広域案内所等の施設運営者としても期待され、民間レベルでエリアを取りまとめる中核組織
として、法人格を有し、マネジメントができる組織として、関係団体のコンセンサスの上現状に至っている。

＜質問項目②＞
・対象区域の自治体等における地域自らを客観的に把握するための基礎的な取組（宿泊統計等各種統計や
多言語案内等の受入環境の整備等）について、ＤＭＯの立場からどのようにご覧になっていますか。自治体
等に期待する点、改善点等があれば具体的にお聞かせください。

＜質問項目③＞
・観光協会や商工会議所等既存組織とＤＭＯの行う事務・事業との役割分担が明確になされていますか。ま
た、観光協会をベースとして発足したＤＭＯの場合、どのような段取りで現在の組織・事業内容に至ったの
か、これまでの観光協会の事務・事業と異なる点は具体的にどのようなものかをお聞かせください。

＜質問項目①＞
・対象区域の自治体等が策定した観光振興計画（当該地域の観光振興を目的として策定された計画であっ
て、観光振興をその内容の一部とする計画・ビジョン等を含む）がありますか。当該計画において、ＤＭＯは具
体的にどのような役割を担うこととされていますか。

DMOの名称

対象区域

所在地

設立日 平成22年4月1日 区分（該当に〇） 広域連携　　地域連携　　地域

（一社） 信州いいやま観光局

【長野県】 中野市、飯山市、山ノ内町、信濃町、飯綱町、木島平村、野沢温泉村、栄村
【新潟県】 妙高市

長野県飯山市大字飯山１１１０－１
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＜質問項目⑤－１＞
・対象区域内で観光振興に関する多様な主体間の調整が必要となった場合、その合意形成プロセスにおい
て、ＤＭＯはどのような役割を果たしていますか。例えば、自治体の観光部局以外との連携をＤＭＯが担って
いるか、宿泊事業者、観光施設事業者などの民間事業者との連携をどのように行っているか等についてでき
る限り具体的な取組事例をお聞かせください。また、その際に課題と感じていらっしゃること、特に留意されて
いること等についてお聞かせください。

＜回答＞
自治体間の連携については行政連携軸が主であり、観光協会との情報共有や旅行商品企画においては
DMOが中心に連携している。宿泊や各種アクティビティの登録事業者への手配を行っている。対象区域内の
全体的な商品企画に際しては、DMOが主体となり企画実施している。課題は、商品企画やプロモーション実
施にあたり未だ感覚的な采配が多く、人員不足によりマーケティングに力を入れる事ができないことや、同様
の理由により職員が対象地域内を回り顔の見える関係性構築が十分にできていない等である。

＜質問項目⑤－２＞
・ＤＭＯの活動を地域で認知していただくための具体的な取組みについてお聞かせください。特に地域住民や
資金の提供元の団体（自治体、会員等）に対する説明や対話はどのように行っていますか。また、その際に
課題と感じていらっしゃること、特に留意されていること等についてお聞かせください。

＜回答＞
これまで十分な地元への認知ができていなかったが、今年度より毎月定例の「観光局だより」を全戸に配布し
（市報への挟み込み＊飯山市のみ）、DMOの取り組み状況、イベント参加者募集や観光資源への市民意見
を聞くなどをしている。課題は、DMOとして所在地以外の市町村住民への認知拡大ができていない。

＜質問項目⑤－３＞
・対象区域にある他の「広域連携ＤＭＯ」、「地域連携ＤＭＯ」、「地域ＤＭＯ」と事務・事業の重複等がないよう
に具体的な調整をどのようにを行っていますか、その際に課題と感じていらっしゃること、特に留意されている
こと等についてお聞かせください。

＜回答＞
対象区域内には、広域連携ＤＭＯの「長野県観光機構」と、地域連携ＤＭＯの「雪国観光圏」がある。長野県
観光機構は、信州いいやま観光局に対し、広域観光の推進などＤＭＯとしての課題について指導や助言を
行っている。一方、雪国観光圏は、長野県下水内郡栄村が当方の対象区域と重なっている。ともに豪雪地帯
であり、理念的にも共通する部分が多いため、情報を共有しお互いに学び合う関係にある。事務・事業の重
複などは特になく、課題等もない。
昨年度は隣接する雪国観光圏との旅行ツアー商品を企画販売実施した。

＜質問項目④＞
・貴DMOが地域で果たすべき役割・仕事について、現在の役割・仕事の内容と、今後必要になってくるだろう
とお考えの役割・仕事内容をお聞かせください。

＜回答＞
現在は、広域連携の中核をなす飯山駅観光交流センター（アクティビティセンターを含む2施設）において、来
訪者への情報提供に加えて飯山駅発着の各種ツアー企画、9市町村の観光協会や民間事業者、隣接する広
域観光圏との連携ツアー企画等を企画実施している。
DMOとしてエリア全体のマーケティングを実践するまでには至っておらず、今後はエリア内の関係者との信頼
関係を築き、既存事業に加えてマーケティングを専門的に行う部署を新設し全体の方向性を示し牽引役とし
ての機能を発揮することが求められる。しかしながら、各市町村の観光入込状況等の差が大きく、どこまで一
体感を持った事業展開にすることができるか不明な部分も大きい。
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＜質問項目⑦－１＞
・ＤＭＯの財源や人材の確保についての現在の具体的な取組状況をお聞かせください。その際、課題と感じ
ていらっしゃること、特に留意されていること等についてもお聞かせください。

＜回答＞
財源については、自主財源9割市補助金1割となっている。自主財源となる事業収入の増加が難しく、マーケ
ティングプロモーション等の安定的財源の確保（宿泊税の導入等）が必要となっている。

＜質問項目⑥－２＞
・ビジネスモデルが来訪者の経験価値向上を高めるための具体的な取組みにまで落とし込まれていますか。
取組主体、取組内容、スケジュール、評価等の一連のプロセスについてＤＭＯが全体を把握できる仕組みと
なっていますか。

＜回答＞
上記のとおり具体的な取り組みに落とし込まれている。例）かまくらレストラン、わら細工、市民がインストラク
ターとなり運営している各種アクティビティ。一連のプロセスはDMOが全体を把握しているが、あくまでDMOの
所在地である飯山市に関しての状況。

＜質問項目⑥－３＞
・ビジネスモデルの構築、実行に際して、課題と感じていらっしゃること、特に留意されていること等について
お聞かせください。

＜回答＞
各地域との連携にあたっては、主体となる地区住民の高齢化により実行態勢が脆弱になりつつあり、また質
の向上に向けては同地区内の若い世代（主婦層）の関わりが求めらる。
トレイル維持のための草刈り等の歩道整備についても、住民の高齢化により作業困難となりつつあり、新たな
実行態勢づくりが必要となってくる見込み。

＜回答＞
【具体的なビジネスモデル】
かまくらレストラン、着地型旅行商品、おさぽバス企画、アウトドアイベント

【KPI設定上の考え方】
ブランドネームが認知されていない段階であり、ブランドを代表し、けん引するような宿や商品を発信し、体験
者に高い満足度を得ることの繰り返しがブランドを育む。そのためには来訪者の実績とともに個人の満足度
の向上は必須であり、KPIとして満足度調査を設定している。
独自のKPIは無い

＜質問項目⑥－１＞
・地域がＤＭＯを通じて実現しようとしているビジネスモデル（旅行者の体験・滞在により地域の経済循環を生
み出す仕組み）は具体的にどのようなものでしょうか。ＫＰＩはどのような考え方で設定し、どのように活用して
いますか。また、観光庁に届け出ているKPIのほかに、独自で設定しているものがあれば、具体的にお聞か
せください。
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＜回答＞
宿泊税の導入。

＜質問項目⑦－２＞
・ＤＭＯの財源をはじめとする経営資源のあり方はどのようにあるべきとお考えですか。予算制約がないと仮
定した場合の理想と現状との対比という形でできる限り具体的にお聞かせください。

＜回答＞
当局はどちらかと言えばDMCであり、これまで自主財源を中心に運営してきたが、DMOとしての活動を行うた
めには安定的財源が必要であり、事業収入以外の安定財源を持つべきだと考える。マーケティングプロモー
ションを専門で行う部署を設置し、人員確保と事業推進のために数千万の予算規模は必要。

＜質問項目⑦－３＞
・ＤＭＯの財源確保の観点で、国や自治体に求める役割や機能をどのように考えていらっしゃいますか。具体
的にお聞かせください。

4 ページ
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日本版ＤＭＯ形成･確立計画 

 

 

１. 日本版ＤＭＯの組織 

 

申請区分 広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

日本版ＤＭＯ候補法人

の名称 
一般社団法人 信州いいやま観光局 

マーケティング･マネ

ジメント対象とする区

域 

長野県中野市、飯山市、山ノ内町、信濃町、飯綱町、木島平村、野沢温泉村、栄村、

新潟県妙高市（以下「信越自然郷エリア」という。） 

所在地 長野県飯山市大字飯山１１１０－１ 

設立時期 平成２２年４月１日 

職員数 １００人 うち担当部局(飯山駅観光交流センター)１６人 

代表者（トップ人材：

法人の取組について対

外的に最終的に責任を

負う者） 

(氏名) 

月岡 壽男 
(出身組織名) 

飯山市 

(一社)信州いいやま観光局理事長として 5 年。観光振興、

物産振興、信越自然郷飯山駅案内所、信越自然郷アクティ

ビティセンターなど施設管理等においてマネジメントを

行っている。 

各種データの分析･収

集の責任者（専門人材） 

(氏名) 

高野 賢一 「専従」 
(出身組織名) 

(一社)信州いいやま観

光局 

(一社)信州いいやま観光局飯山駅観光交流センター副所

長１年。信越９市町村広域観光連携会議事務局として、事

業者とのネットワークを持ち、各種データ分析、収集につ

いてのワークショップを開催するなど、主導的に事業を展

開している。 

プロモーションの責任

者（専門人材） 

(氏名) 

高野 賢一 「専従」 
(出身組織名) 

(一社)信州いいやま観

光局 

(一社)信州いいやま観光局飯山駅観光交流センター副所

長１年。信越９市町村広域観光連携会議事務局として、事

業者とのネットワークを持ち、また、情報誌発行社に在勤

した経験があり、広告掲載やＰＲ手法のノウハウを持って

いる。 

旅行商品の造成･販売

の責任者（専門人材） 

(氏名) 

高野 賢一 「専従」 
(出身組織名) 

(一社)信州いいやま観

光局 

(一社)信州いいやま観光局飯山駅観光交流センター副所

長１年。信越９市町村広域観光連携会議事務局として、事

業者とのネットワークを持つ。国内のロングトレイルの先

進となった信越トレイルの造成に中心的な立場で携わり、

また、300 プラン以上の着地型旅行商品群「飯山度々」の

造成の担当者である。 

連携する地方公共団体

の担当部署名及び役割 

長野県観光部（財政支援 事業実施支援） 

長野県北信地方事務所（財政支援 区域内市町村間調整） 

区域内市町村観光担当部局（財政支援 事業実施支援） 

連携する事業者名及び

役割 

信越９市町村広域観光連携会議会員（別紙１のとおり） 

 観光団体（広域旅行商品造成 観光情報提供受発信 イベント開催 プロモーシ

ョン キャンペーン） 

 商工団体（郷土食提供発信 特産品ＰＲ イベント開催） 

 農業団体（郷土食提供発信 特産品ＰＲ イベント開催） 

 交通事業者（共通チケット開発 観光列車 ２次交通整備 誘客 プロモーショ

ン） 

 

 

資料２－１－３

kohzaki-m2cz
四角形
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官民･産業間･地域間と

の持続可能な連携を図

るための合意形成の仕

組み 

（該当する要件） 

② ③ 
（概要） 

 行政、観光、商工、農業、交通、報道の各関係団体（平成 27 年 12 月末現在 63

団体）が加盟する信越９市町村広域観光連携会議を平成 24 年 1 月に設立。広域旅

行商品開発、プロモーション、ＰＲイベント等事業実施。会議に役員会、幹事会、

事業部会を設置。幹事会、事業部会を 1～2 ヵ月に 1 回開催し、連携会議事業につ

いて協議。 

地域住民に対する観光

地域づくりに関する意

識啓発・参画促進の取

組 

 

信越自然郷、雪国観光圏、上越地域と連携し、「信越県境地域づくり交流会」と

いう意識啓発のためのシンポジウムを年に 2 回程度開催。信越地域で地域づく

りを先導する取組に関する事例発表やトークセッション、参加者同士の交流の

場を提供している。 

法人のこれまでの活動

実績 

（活動の概要） 

◆誘客宣伝事業 

 ①北陸新幹線飯山駅開業前及び開業の将来を見据えた飯山市内観光協会及び関

係地域と連携した誘客宣伝活動、営業活動 

 ②学習旅行・インバウンドをはじめ、各種イベントへの誘客を図る営業活動 

◆日本のふるさと体感の旅づくり 

 ①北陸新幹線飯山駅開業に向け、地域資源の掘り起こし、地域資源を活用した個

人・小グループの多様な旅行ニーズに応える着地型旅行商品の造成、販売促進、

受入体制の充実 

 ②単位観光協会等、宿泊事業者、直営施設、その他関係団体等と連携した、より

質の高い、地域資源に磨きをかけた競争力のある商品造成及び満足度の高い受

入、実施体制の整備 

 ③新幹線飯山駅で乗降する観光客の幅広いニーズに対応する、信越９市町村広域

観光連携会議、当該構成市町村、交通事業者、関係部署と連携した広域的旅行

商品の造成と販売 

◆プロモーション（ブランド構築・販売促進活動）の強化 

 ①インターネット活用、ＳＮＳ活用、マスコミ対応、広告宣伝など効果ある情報

発信 

 ②新幹線飯山駅開業に向けた、関係機関・団体との連携による連携首都圏、北陸

圏、関西圏を重点とした発信及びブランド力向上を目指した戦略的なイメージ

浸透、広報活動 

◆地域資源を活かした特産品の開発・販売 

 ①産学官の連携による地域資源を活かした競争力のある特産品の開発、販売促進 

◆外国人旅行者受入環境整備の促進 

 ①周辺市町村や関係団体と連携した観光資源の磨き上げ、情報発信、地域住民や

観光事業者の意識醸成 

 ②マーケティングに基づいたターゲッティングや戦略の検討 

◆ホスピタリティ向上とまちなか観光振興の取組み 

 ①より魅力ある観光地域づくりへ向けたホスピタリティの向上と受入体制の改

善への取組み 

 ②市街地のより回遊性ある、滞在時間の延長させるための仕組みづくり及び行

政、関係事業者と連携した観光客が歩きたくなるようなまちづくり 

◆飯山ブランドを先導する施設運営 

 ①指定管理施設の適正管理と有効活用による誘客促進、市民交流 
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（定量的な評価） 

 
単

位 
H22 H23 H24 H25 H26 

旅行商品販売額 
千

円 
― 3,656 4,012 5,196 7,709 

ホームページビュ

ー数 

万

件 
― 30 70 80 100 

学習旅行受入学校

数 
校 8 10 13 13 12 

飯山応援団菜の花

大使会員数 
人 3,572 3,614 3,650 3,793 3,993 

 

法人のこれまでの活動

実績 

 

 
単

位 
H22 H23 H24 H25 H26 

施

設

利

用

実

績 

いいやま湯

滝温泉 
人 56,899 50,569 60,625 62,632 56,406 

なべくら高

原森の家（宿

泊） 

人 4,363 4,507 4,212 4,701 4,323 

なべくら高

原森の家（体

験） 

人 7,755 8,060 8,338 9,531 7,820 

なべくら高

原森の家（イ

ベント交流） 

人 7,457 7,213 8,583 14,029 11,911 

道の駅花の

駅千曲川 
人 237,515 239,623 297,210 314,182 327,070 

高橋まゆみ

人形館 
人 179,480 167,514 119,096 97,768 82,056 

実施体制 

 

（実施体制の概要） 

 (一社)信州いいやま観光局に広域観光部局を設置し、日本版ＤＭＯの機能を担

う。事業を推進するにあたっては、飯山駅観光交流センター（信越自然郷飯山駅観

光案内所、信越自然郷アクティビティセンター）を中心に、区域内各市町村の観光

団体、商工団体、農業団体及び行政の実務担当者で組織する信越９市町村広域観光

連携会議事業部会と連携し、または、一体となって行う。 
 

事業を進める上での合意形成については、信越 9市町村広域観光連携会議の事業部会、幹事

会、役員会、総会の中で協議をし、決定をしていく仕組みとなっている。信州いいやま観光

局は、信越 9市町村広域観光連携会議事務局業務も担っており、全体の意見の取りまとめ、

事業計画や予算の策定にも関わっている。 

 

（実施体制図） 

 別紙２のとおり 
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２. 日本版ＤＭＯ候補法人がマーケティング･マネジメントする区域  

 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区域設定の考え方】 
 平成 24 年１月に区域を構成する地方公共団体で信越９市町村広域観光連携会議を設立、同年８月に行政、

観光、商工、農業、交通、報道の各関係団体（平成 27 年 12 月末現在 63 団体）による組織に拡大し、顧客視

点に立ち、旅行商品の開発、周遊パスの企画、プロモーション、イベント開催など連携した取組を実施。 

 また、観光資源、文化、自然風土の面からみてもコンセプトとして共通する点が多く、当該市町村で連携し

た区域設定とするのが適切。 

 

【観光客の実態等】 
平成 26 年信越自然郷エリア観光地利用者延数 1,141 万人（対前年比 95.6％） 

平成 26 年信越自然郷エリア（妙高市を除く）延べ宿泊者数 568 万人（対前年比 98.1％） 

平成 26 年信越自然郷エリア（妙高市を除く）観光消費額 443 億円（対前年比 97.8％） 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 
資料１のとおり 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 
◇域内分布 信越自然郷エリア全域 

◇宿泊施設数 1,402 施設 

◇収容力（客室数。妙高市を除く。） 13,605 施設 

◇施設規模（総定員数） 63,393 人 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 
 信越自然郷エリアの中心に北陸新幹線飯山駅が開業し、首都圏、北陸圏、関西圏からのアクセスが格段に向

上し、それにより、成田空港、羽田空港、富山空港からのアクセスも向上した。長野駅、上越妙高駅からもし

なの鉄道、長野電鉄、えちごトキめき鉄道により、また、栄村エリアへは上越新幹線からアクセスが可能であ

る。 

 飯山駅からの２次交通については、新幹線飯山駅開業により、信越自然郷エリア内観光地への急行便等が新

たに運行され、今後も関係市町村、交通事業と連携・調整をとり、拡充を図る。 

 高速道路網については上信越自動車道がエリア内を走っており、信州中野、豊田飯山、信濃町、妙高高原、

新井 PA の５ＩＣから区域内への出入りができ、首都圏、中京圏、北陸圏、関西圏からのアクセスも可能であ

る。 
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【外国人観光客への対応】 
 北陸新幹線飯山駅に併設されている信越自然郷飯山駅観光案内所は、日本政府観光局認定外国人観光案内所

カテゴリー２に登録、認定され、広域観光の情報発信や宿泊手配、観光案内等のサービスを実施している。 

 信越自然郷飯山駅観光案内所を含む飯山駅観光交流センター及び飯山駅高架下の信越自然郷アクティビテ

ィセンターには無料公衆無線ＬＡＮ環境を整備し、外国人旅行者の利便性の向上を図っている。 

 情報発信においては、信越自然郷ＨＰを多言語化し、ＦＢにおいては英語による発信を行っており、今後は

観光パンフレット、マップ等の多元化を図る。 

 

 

３. 各種データ等の継続的な収集･分析 
 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 
地域に対する顧客の関心度や施策

の効果等を把握するため。 
グーグルアナリティクスを活用 

旅行・観光消費動向 旅行・観光施策の基礎資料 観光入込客統計等を活用 

旅行者の満足度 旅行・観光施策の基礎資料 
観光入込客統計の全国共通基準パラ

メーター調査等を活用 

旅行者のリピーター率 旅行・観光施策の基礎資料 
観光入込客統計の全国共通基準パラ

メーター調査等を活用 

信越自然郷ウェブサイトの閲覧傾

向 

閲覧者のニーズ傾向、地域特性の

把握 
システム内のアンケート機能利用 

 

 

４．戦略 

（１）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内

部

環

境 

強み（Strengths） 

○共通した風土と文化を持つひとつの文化圏 

○２つの国立高原にまたがり、日本一の大河信濃

川（千曲川）が縦断 

○日本一のウィンターリゾート（エリア内スキー

場数 40） 

○温泉、高原を兼ね備えた通年リゾート 

○日本のふるさと的な原風景 

○四季の彩り 

○先進的なロングトレイルへの取組み 

弱み（Weaknesses） 
○スキー場利用者の減少とスキー産業の衰退 

○中山間地域等における交通アクセスの脆弱さ 

○主要交通拠点（新幹線飯山駅）からの２次交通の

弱さ 

○エリアの認知度、知名度が低い 

 

外

部

環

境 

機会（Opportunity） 
○北陸新幹線の延伸開通（市場拡大） 

○高齢化、団塊の世代の退職によるシニアマーケ

ット 

○ふるさと回帰、健康・癒し志向の高まり 

○外国人のスキー需要の拡大 

脅威（Threat） 
○観光資源や地域環境を支える地域社会の過疎化、

高齢化 

○北陸新幹線の延伸開通（通過、日帰り化） 

○観光地間の競争激化 
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（２）ターゲット 

○第１ターゲット層  

  アウトドアアクティビティの志向の高い若年から中年層 

○選定の理由 
  信越自然郷は、上信越高原国立公園、妙高戸隠連山国立公園にまたがり、中央に日本一の大河千曲川（信

濃川）が流れるエリアであり、エリアが持つ自然風土の特徴は、次のとおりである。 

 ①山岳高原の景観や地形 

   西に妙高高原、黒姫高原、東に志賀高原といったアジア有数の大規模な山岳高原の広がりから生まれ

る特徴的な山岳高原の景観や火山地形と温泉群 

 ②恵み豊かな森林地帯 

   広大な面積を占める森林地帯で育まれる、澄んだ水と空気、多様な生態系、悠久の時を重ねたブナの

原生林など、古くから本エリアの暮らしに恵みを与えてきた森林資源 

 ③雄大な千曲川と自然豊かな野尻湖などの湖沼群 

   エリアの中央を南北に貫く日本最大の河川・千曲川の、雄大な姿や、川沿いに広がる景観、川水によ

る灌漑、川や湖を使ってできる様々なマリンレジャーなど 

 ④雪の生み出す恵み 

   全国屈指の豪雪によってもたらされる、高い雪質を利用した上質のスノーレジャー、白銀の美しい景

観、野山を潤す豊富で清純な雪解け水など 

  上記の信越自然郷エリアの四季折々の姿を魅せる自然風土は、長野県が「しあわせ信州創造プラン」に

より進める「山岳高原を活かした世界水準の滞在型観光地づくり」のモデル地域に当エリアが指定されて

いるなど、初心者から上級者まで楽しめるアウトドアアクティビティのステージである。 

 既に、このフィールドにおいて冬期を中心に四季を通じてアウトドアアクティビティを志向する、若年か

ら中年層の来訪者が大部分を占めており、今後も当エリアの中心的利用者像になる事が期待されているこ

とから第 1 のターゲットとする。 

 

○取組方針 
  信越自然郷エリアのアウトドアアクティビティの案内や情報発信を、新幹線飯山駅高架下に設置した信

越自然郷アクティビティセンターにおいてワンスストップで行う。アクティビティセンターでは関係事業

者と連携した体験プランや旅行商品造成を行う。 

  信越自然郷アクティビティセンターの登録事業者のデータベース化、ネットワーク化を進め、来訪者に

ストレスのない環境を整える。 

  また、アウトドアメーカーとの連携を図り、アウトドアメーカーの持つノウハウや発信力を活用した戦

略的なプロモーションを実施する。 

 

○ターゲット層  

  外国人観光客 

○選定の理由 
  多種多彩な温泉、雪質の良いスキー場に加え人気のスノーモンキーなど信越自然郷エリア内の観光資源

により、来訪外国人観光客数は、ウィンターシーズンを中心に年々増加しているが、グリーンシーズンに

おいてはこのエリアは、国内、県内において他地域の遅れをとっている。 

  よって、ウィンターシーズンはもとより、グリーンシーズンの外国人観光客の増加をめざし、ターゲッ

トとする。 

 

○取組方針 
  信越自然郷エリアのもつ自然風土、文化は、豪雪など厳しい自然との共生の中で生まれたものであり、

日本の原風景を感じさせる、古来の里山生活文化であり、歴史的に受け継いできたものである。この地域

の魅力や観光資源等情報発信の強化を図る。 

  また、Ｗｉｆｉ環境やホスピタリティの向上など外国人観光客の受入体制の整備も急務であり、施設や

事業者において、行政や信越９市町村連携会議と連携し、ソフト・ハードそれぞれの整備を進める。 
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○ターゲット層  

  保養・休養を目的とする家族または夫婦、友人での旅行を志向する層 

○選定の理由 
  信越自然郷をエリアとしたマーケティング調査結果から、「この地域は来訪者意識の中では保養休養型の

観光地となっており、こうした傾向をもった観光地は全国的に見ても少なく、特異なポジションとなって

いる。」されている。 

  保養休養型を支える魅力は、「温泉」と「自然の中での体験」の２つである。温泉は多くの観光地でも大

きな魅力となっており、特に信越自然郷エリアでは高い傾向にある。また、このエリアでは、「自然景観を

見る」よりも「体験」の方が高率となっている。 

  このようなことから、保養休養型を目的とする旅行を志向する層をターゲットとする。 

 

○取組方針 
  アウトドアアクティビティとともに信越自然郷エリアが提供すべき価値として掲げる、このエリアの自

然風土、文化から生まれた「食」、「リラクゼーション（保養・休養）」。この価値を来訪者が、ハイキング、

トレイル、サイクリング、カヌー等のアクティビティを楽しみながら、目的地間を移動し、移動行動自体

を楽しむ旅行スタイル（ＮＡＧＡＮＯモビリティ）の中で体験できるプログラムづくり、旅行商品化を、

それぞれの価値を提供できる事業者と連携しながら進める。 

 

 

（３）コンセプト 

①コンセプト 『千年風土の豊穣の地』 

②コンセプトの考え方 

 このエリアには豊かな水脈と山系に囲まれた肥沃な大地があり、縄文時代の

昔から人々は豪雪や厳しい寒暖差をものともせず、自然に寄り添った特徴的な

文化を創り上げてきました。「信越自然郷」とは、単純に隣接する市町村が連携

したものではなく、共通した風土と文化を持つひとつの文化圏です。この文化

圏が、来訪者に提供できる価値の源となり、経済効果を生み出すものであると

考えます。 

 

 

 

５. 関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整･仕組み作り、

プロモーション  

 

項目 概要 

戦略に応じた関係者との連

携したプロモーションの実

施 

(一社)信州いいやま観光局が中心となり、信越９市町村広域観光連携会議やエリ

ア内の関係機関と連携し、効果的なタイミング、手法等によりプロモーションを

実施する。実施にあたっては、信越９市町村広域観光連携会議事業部会を 2 ヵ月

に 1回程度実施し、一体となって行う。 

観光客に提供するサービス

を向上させるための人材の

育成 

(一社)信州いいやま観光局が中心に、行政、民間事業者、住民等の各主体でどの

ような人材が求められるかを検討し、その確保・育成プランを策定。そのうえで、

ワークショップによる育成、「信越自然郷マイスター制度」等の事業を展開する。 

一元的な情報発信･ワンス

ストップ機能整備 

信越自然郷飯山駅観光案内所、信越自然郷アクティビティセンターにおいて、登

録事業者及び関係機関と連携し、一元的な観光案内、HP、FB 等による情報発信、

宿泊、アクティビティ・体験の手配等の実施。 
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６．ＫＰＩ（実績･目標）  

（１）必須ＫＰＩ 

※各年の数値は 1月～12 月度の数値を入れている。年度ではない。 

 

※年次及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

・当エリアは、長野県の「世界水準の山岳高原観光地」づくりに向けた３つの重点支援地域

に指定されており、県と歩調を合わせながら事業推進をしていることから、長野県の目標に

おおよそ準じることとした。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

・平成 28 年以降は年 2％（年間 9 億円）の旅行消費額アップを目指す。長野県の信州創生戦

略（平成 27 年～平成 31 年）においては、毎年 3％の増加を目標に設定されている。当エ

リア内においては、現状宿泊数の多少が地域によりバラつきがある事から長野県の目標より

僅かに下げた。 

●延べ宿泊者数 

・平成 28 年以降は年 2％（年間 12 万人）の宿泊者数アップを目指す。長野県の信州創生戦略

（平成 27 年～平成 31 年）においては、毎年 3％の増加を目標に設定されている。当エリ

ア内においては、現状宿泊数の多少が地域によりバラつきがある事から長野県の目標より僅

かに下げた。 

●来訪者満足度 

・平成 28 年度に実施した調査では満足度 92％であったことから (H28 長野県観光機構調査 

日本人 18.6% 外国人 43.2%)、当面は年 1.5％アップを目指す。長野県観光振興計画では、

平成 30 年、平成 31 年の増加ポイントを 1.4 となっており参考とした。平成 30 年の 95％

が限界値と考えている。 

●リピーター率 

・平成 28 年度に実施した調査ではリピーター率が 68.8％であったことから(H28 長野県観光

機構調査 日本人 91.8% 外国人 65.9%)、今後はこれを基準として、新規来訪者の獲得に努

めながらも 70.0％を維持する。 

 

 

（２）その他の目標 

 
単

位 
 25 年  26 年  27 年  28 年  29 年  30 年 

●旅行消費額 
億

円 
453 443 486 489 470 479 

●延べ宿泊者数 
万

人 
579 568 593 577 602 614 

●来訪者満足度 ％ - - - 92.0 93.5 95.0 

●リピーター率 ％ - - - 68.8 70.0 70.0 

 
単

位 
 25 年  26 年  27 年  28 年  29 年  30 年 

●飯山駅乗降客

数(1 日平均乗

車数※1×2) 

人   1,218   1,176  2,529 2,806 3,159 3,604 

●飯山駅観光案 人 9,907 16,271 65,464 66,773 68,108 69,470 
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※1各年の数値は 1月～12 月度の数値を入れている。年度ではない。 

※2北陸新幹線利用者とＪＲ飯山線利用者の合計数。ただし、H25,26 は新幹線開業前のため、飯山線のみの人数。 

 

 

 

※項目及び年次・目標数値の設定にあたっての検討のプロセス及び考え方 
【検討の経緯】 

・平成 27年北陸新幹線飯山駅開業後、信越自然郷エリアへの来訪者増への指標として、飯山

駅の利用者増が大きな目的の一つとなっている。また、信越自然郷の旅行消費額や滞在時間

の延長を目的としたツアー商品の造成を行っており、参加者数も一つの指標とした。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●飯山駅乗降客数 

・平成 27 年の新幹線開業以降は、飯山線と新幹線の乗降客数の合算値。新幹線は平成 27 年

の日平均を 1,400 人と想定し、平成 30 年には計画目標人数に到達するように設定（対前年

比 23％アップ）。飯山線は、平成 26 年が対前年比 96.5％であった。平成 27 年以降は、観光

列車おいこっとによる増と新幹線利用への減を考慮し対前年比 96％で設定。 

●飯山駅観光案内所利用者数 

・日本人および外国人旅行者の観光案内所への来訪者数を利用。新幹線が開業した平成 27年

の実績を基に年 2％アップで設定。必須 KPI 延べ宿泊者数に準じた。 

●信越自然郷ツアー商品参加者数 

・信越自然郷飯山駅観光案内所が主催するツアーへの参加者数を利用。新幹線の開業年であ

る平成 27年の実績を基に年 17％アップで設定。核となる信州いいやま観光局が主催する着

地型旅行商品の平成 26年～28 年までの参加者数の平均増加率 17%に準じた。 
 

 

７. 活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し  

 

（１）収入 

年度 総収入（円） 内訳 

 

２８年度 
 

112,679,000 円 

 

【長野県からの補助金】            4,400,000 円 

【飯山市からの指定管理収入】   41,000,000 円 

【飯山市からの事業委託料】    11,380,000 円 

【広域観光連携事業委託料】      22,500,000 円 

【収益事業収入】         33,399,000 円 

 

２９年度 
 

113,386,000 円 

 

【長野県からの補助金】            4,400,000 円 

【飯山市からの指定管理収入】   41,000,000 円 

【飯山市からの事業委託料】    11,480,000 円 

【広域観光連携事業委託料】      22,500,000 円 

【収益事業収入】         34,006,000 円 

内所（ワンス

トップ）窓口

利用者数 

●旅行商品参加

者数 
人 ― 173 477 572 669 783 
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３０年度 
 

114,397,000 円 

 

【長野県からの補助金】            4,400,000 円 

【飯山市からの指定管理収入】   41,000,000 円 

【飯山市からの事業委託料】    11,580,000 円 

【広域観光連携事業委託料】      22,500,000 円 

【収益事業収入】         34,917,000 円 

 

３１年度 
 

115,408,000 円 

 

【長野県からの補助金】            4,400,000 円 

【飯山市からの指定管理収入】   41,000,000 円 

【飯山市からの事業委託料】    11,680,000 円 

【広域観光連携事業委託料】      22,500,000 円 

【収益事業収入】         35,828,000 円 

 

（２）支出 

年度 総支出 内訳 

 

２８年度 
 

112,679,000 円 

 

【旅行商品事業】             5,600,000 円 

【ブランドづくり・情報発信事業】  17,900,000 円 

【その他（人材育成等）事業】     1,000,000 円 

【一般管理費】           88,179,000 円 

 

２９年度 
 

113,386,000 円 

 

【旅行商品事業】             5,600,000 円 

【ブランドづくり・情報発信事業】  17,900,000 円 

【その他（人材育成等）事業】     1,000,000 円 

【一般管理費】           88,886,000 円 

 

３０年度 
 

114,397,000 円 

 

【旅行商品事業】              5,600,000 円 

【ブランドづくり・情報発信事業】  17,900,000 円 

【その他（人材育成等）事業】     1,000,000 円 

【一般管理費】           89,897,000 円 

 

３１年度 
 

115,408,000 円 

 

【旅行商品事業】              5,600,000 円 

【ブランドづくり・情報発信事業】  17,900,000 円 

【その他（人材育成等）事業】     1,000,000 円 

【一般管理費】           90,908,000 円 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 

 

 

 

 

① 着地型旅行商品の造成、販売促進 

② 宿泊手配等手数料の増収 

③ 信越自然郷飯山駅観光案内所、信越自然郷アクティビティセンターでの商品販売、レンタル

収入の増加 

④ ＤＭＯの運営安定化のための県、エリア内市町村からの支援 
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８．日本版 DMO 形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 

 

 

 

 

 

 

９. 記入担当者連絡先 

 

担当者氏名 高野賢一 

担当部署名（役職） 飯山駅観光交流センター 副所長 

所在地 長野県飯山市大字飯山 771-1 

電話番号（直通） 0269-62-7000 

FAX 番号 0269-62-7003 

Ｅ－ｍａｉｌ k.takano@iiyama-ouendan.net 

 

 

 

１０. 関係する都道府県･市町村担当者連絡先 

 

都道府県･市町村名 長野県 

担当者氏名 小野政仁 

担当部署名（役職） 観光部山岳高原観光課（課長補佐兼係長） 

所在地 長野県長野市大字南長野字幅下６９２の２ 

電話番号 026-235-7251（直通） 

FAX 番号 026-235-7257 

Ｅ－ｍａｉｌ mt-tourism@pref.nagano.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 長野県 

担当者氏名 竹内 淳 

担当部署名（役職） 北信地域振興局商工観光課（係長） 

所在地 長野県中野市壁田９５５ 

電話番号 0269-23-0219（直通） 

FAX 番号 0269-23-0256 

 

長野県、中野市、妙高市、飯山市、山ノ内町、信濃町、飯綱町、木島平村、野沢温泉村、栄村は、

一般社団法人信州いいやま観光局を中野市、妙高市、飯山市、山ノ内町、信濃町、飯綱町、木島平

村、野沢温泉村、栄村における地域連携ＤＭＯとして登録したいので一般社団法人信州いいやま観

光局とともに申請します。 
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Ｅ－ｍａｉｌ hokuchi-shokan@pref.nagano.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 中野市 

担当者氏名 神田 幸一 

担当部署名（役職） 営業推進課（観光交流係長） 

所在地 長野県中野市三好町１-３-１９ 

電話番号 0269-22-2111（代表） 

FAX 番号 0269-22-5924 

Ｅ－ｍａｉｌ ei-sui@city.nakano.nagano.jp 

 

都道府県･市町村名 妙高市 

担当者氏名 霜鳥 睦夫 

担当部署名（役職） 観光商工課（主査） 

所在地 新潟県妙高市栄町５-１ 

電話番号 0255-74-0021（直通） 

FAX 番号 0255-73-8206 

Ｅ－ｍａｉｌ mutsuo_shimotori@city.myoko.niigata.jp 

 

都道府県･市町村名 山ノ内町 

担当者氏名 堀米 貴秀 

担当部署名（役職） 観光商工課（係長） 

所在地 長野県山ノ内町平穏３３５２-１ 

電話番号 0269-33-1107（直通） 

FAX 番号 0269-33-1104 

Ｅ－ｍａｉｌ kanko@town.yamanouchi.nagano.jp 

 

都道府県･市町村名 信濃町 

担当者氏名 松木 明彦 

担当部署名（役職） 産業観光課（商工観光・癒しの森係長） 

所在地 長野県信濃町柏原４２８ 

電話番号 0265-255-3114（直通） 

FAX 番号 026-255-4470 

Ｅ－ｍａｉｌ syoukoukankou@town.shinanomachi.nagano.jp 

 

都道府県･市町村名 飯綱町 

担当者氏名 宮島 幸男 

担当部署名（役職） 産業観光課（商工観光係長） 

所在地 長野県飯綱町大字芋川１６０ 

電話番号 026-253-4765（直通） 

FAX 番号 026-253-6869 

Ｅ－ｍａｉｌ kanko@town.iizuna.nagano.jp 
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都道府県･市町村名 木島平村 

担当者氏名 本山 等 

担当部署名（役職） 産業課（商工観光係長） 

所在地 長野県木島平村大字往郷９７３-１ 

電話番号 0269-82-3111（代表） 

FAX 番号 0269-82-4121 

Ｅ－ｍａｉｌ shokan@vill.kijimadaira.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 野沢温泉村 

担当者氏名 竹井 勝 

担当部署名（役職） 観光産業課（商工観光係長） 

所在地 長野県野沢温泉村大字豊郷９８１７ 

電話番号 0269-85-3114（直通） 

FAX 番号 0269-85-3803 

Ｅ－ｍａｉｌ masaru@vill.nozawaonsen.nagano.jp 

 

都道府県･市町村名 栄村 

担当者氏名 島田 益夫 

担当部署名（役職） 商工観光課（主査） 

所在地 長野県栄村大字北信２９０３ 

電話番号 0269-87-3333（直通） 

FAX 番号 0269-87-2280 

Ｅ－ｍａｉｌ kankou@vill.sakae.nagano.jp 

 

都道府県･市町村名 飯山市 

担当者氏名 高橋 英志 

担当部署名（役職） 広域観光推進室（広域観光室長） 

所在地 長野県飯山市大字飯山１１１０－１ 

電話番号 0269-62-3111（代表） 

FAX 番号 0269-62-6221 

Ｅ－ｍａｉｌ takahashi.hideshi@city.iiyama.nagano.jp 

 



（別紙１） 

 

信越９市町村広域連携会議 組織図        

 
 

 

◇構成員 

 

行  政  関  係  飯山市 中野市 妙高市 山ノ内町 信濃町 飯綱町 木島平村 野沢温泉村 栄村 

北信広域連合 長野県 飯山市議会 中野市議会 妙高市議会 山ノ内町議会 

信濃町議会  飯綱町議会 木島平村議会 野沢温泉村議会 栄村議会 

観 光 団 体   信州・長野県観光協会 信州いいやま観光局 信州なかの観光協会 妙高市観光協会 

            山ノ内町観光連盟 信州しなの町エコツーリズム観光協会 飯綱町観光協会 

木島平村観光協会 野沢温泉観光協会 栄村・秋山郷観光協会 

野沢温泉旅館ホテル事業協同組合 

商 工 団 体    長野県経営者協会 長野県中小企業団体中央会 長野県商工会議所連合会 

長野県商工会連合会  飯山商工会議所 信州中野商工会議所 山ノ内町商工会 

信濃町商工会 飯綱町商工会 木島平村商工会野沢温泉商工会 栄村商工会 

みゆき野青年会議所 中野青年会議所 中高職業訓練校 

農業関係団体    長野県農業協同組合中央会 北信州みゆき農業協同組合 中野市農業協同組合 

                  志賀高原農業協同組合 

交 通 事 業 者    東日本旅客鉄道㈱長野支社 長野電鉄㈱ 長電バス㈱ アルピコ交通㈱ しなの鉄道㈱ 

報道関係団体    信濃毎日新聞㈱ 日本放送協会長野放送局 信越放送㈱ ㈱長野放送 ㈱テレビ信州 

          長野朝日放送㈱  北信濃新聞社 北信ローカル 

信越９市町村広域観光連携会議（６３団体） 

◇役員会構成 

会 長 飯山市長 

副会長 中野市長、妙高市長 

監 事 山ノ内町長、信濃町長 

理 事 飯綱町長、木島平村長 

    野沢温泉村長 栄村長 

    長野県北信地方事務所長 

◇顧 問 

立教大学特任教授 清 水 愼 一 

長野県議会議員  服 部 宏 昭 

長野県議会議員   宮 本 衡 司 

長野県議会議員   小 林 東 一 郎 

長野県議会議員   丸 山 栄 一 

幹  事  会 

役  員  会 

事 業 部 会 

◇幹事会構成 

幹事長 飯山市経済部長 

幹 事 構成市町村観光担当課長 

◇事業部会構成 

構成市町村行政、観光団体、商工団体、

農業団体、交通事業者実務担当者 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(一社)信州いいやま観光局【ＤＭＯ】 

 
信越自然郷飯山駅観光案内所 

信越自然郷アクティビティセンター 

広域担当部局【ＤＭＯ担当部局】 

実施体制図 

信越９市町村広域観光連携会議 

理事会 

営業担当理事 

総務会計担当理事 

理事 

理事長 

監事 

相談役 

事務局長 

総務課 

営業企画課 

事業課 

役員会 幹事会 事業部会 

（別紙２） 

連
携 

 



                            

法人名：一般社団法人信州いいやま観光局 

【区域】長野県中野市、飯山市、山ノ内町、信濃町 

     飯綱町、木島平村、野沢温泉村、栄村 

     新潟県妙高市 

【設立時期】 平成２２年４月１日 

【代表者】 
【マーケティング責任者】  大西宏志 

【職員数】  １００人 うち担当部局１４人 

【連携する主な事業者】 
 長野県 

 信越９市町村広域観光連携会議構成市町村 

 信越９市町村広域観光連携会議会員行政、観光、 

 商工、農業関係団体、交通事業者、報道関係      

信越自然郷『千年風土の豊穣の地』 

 
  
 信越自然郷エリアのアウトドアアクティ
ビティの案内や情報発信を、新幹線飯山駅
高架下し設置した信越自然郷アクティビ
ティセンターにおいてワンスストップで行
う。 
 アクティビティセンターでは関係事業者
と連携した体験プランや旅行商品造成を行
う。 
 信越自然郷アクティビティセンターの登
録事業者のデータベース化、ネットワーク
化を進め、来訪者にストレスのないアウト
ドアアクティビティを楽しんで体験いただ
く環境を整える。 
 また、アウトドアメーカーとの連携を図
り、アウトドアメーカーの持つノウハウや
発信力を活用した戦略的なプロモーション
を実施する。 

アウトドアアクティビティに 

関する取組 
 
 信越自然郷エリアのもつ自然風土、文
化は、豪雪など厳しい自然との共生の中
で生まれたものであり、日本の原風景を
感じさせる、古来の里山生活文化であり、
歴史的に受け継いできたものである。こ
の地域の魅力や観光資源等情報発信の強
化を図る。 
  また、Ｗｉｆｉ環境やホスピタリ
ティの向上など外国人観光客の受入体制
の整備も急務であり、施設や事業者にお
いて、行政や信越９市町村連携会議と連
携し、ソフト・ハードそれぞれの整備を
進める。 

インバウンドに関する取組 

 アウトドアアクティビティとともに信
越自然郷エリアが提供すべき価値として
掲げる、このエリアの自然風土、文化か
ら生まれた「食」、「リラクゼーショ
ン」。この価値を来訪者が、ハイキング、
トレイル、サイクリング、カヌー等のアクティビ
ティを楽しみながら、目的地間を移動し、移
動行動自体を楽しむ旅行スタイル（ＮＡＧＡＮ
Ｏモビリティ）の中で体験できるプログラムづ
くり、旅行商品化を、それぞれの価値を提供
できる事業者と連携しながら進める。 

NAGANOモビリティに関する取組 

登録区分名：地域連携ＤＭＯ 

（表：実施体制） （表：ＫＰＩ（実績･目標）） 

単
位 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 

旅行消費
額 

億
円 

443 486 489 470 479 

延べ宿泊
者数 

万
人 

568 593 577 602 614 

来訪者満
足度 

％ --- --- 92 93.5 95 

リピーター
率 

％ --- --- 68.8 70 70 


